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此
間
人

E
討
巾
者
私
方
へ
か
け
込
山
出
在
候
。
然
共
共
元
よ
り
被
仰
下

候
河
合
又
五
郎
に
て
は
無
之
候
。
又
五
郎
は
先
年
同
市
右
京
進
方
K

外
へ
山
両
被
巾
候
時
・
玄
関
前
陀
て
右
の
徒
4
4
供
に
能
川
候
底
を
、
右

の
坊
主
K
被
由
ι

付
成
敗
さ
せ
ら
れ
侠
底
民
、
目
前
陀
て
随
分
手
際
陀

打
申
候
。
北
ハ
時
帥
坐
陀
束
髪
被
巾
付
，知
行
二
一
白
石
被
申
付
、河
合
叉

五
郎
と
申
、
無
程
叉
加
増
陀
て
出
品
老
陀
被
致
候
底
K
.

一
一
附
年
過
候

て
意
趣
有
之
傍
恕
を
討
申
候
。
院
時
と
申
候
て
家
中
騒
動
い
た
し
候

底
、
又
五
郎
門

へ
徒
出
‘
院
時
有
之
候
間
共
心
得
候
へ
と

τ
‘方
々
し

ま
り
な
ど
巾
付
候
風
情
陀
て
.頓
て
立
の
き
.向
の
松
平
宮
内
少
腕
殿

話
促
一
路
間
般
屋
敷
へ
か
け
込
巾
候
。
安
藤
俊
よ
り
古
内
敗
へ
断
度
々

に
及
候
へ
共
、
宮
内
販
御
山
川
し
無
之
候
。
治
山
内
股
は
椛
現
線
御
孫
に

て
炉
、
故
、
共
時
分
威
勢
も
有
之
候
て
絡
忙
先
づ
共
泊
K
て
事
例
申
候。

扱
直
内
殿
被
召
仕
候
て
混
在
候
底
陀
‘
叉
品
内
殴
に
て
人

E
討
候

て
、
此
皮
は
安
藤
治
右
術
門
へ
か
け
込
申
候
。
宮
内
股
よ
り
治
布
衛

門
へ
被
出
候
へ
と
の
俄
陀
御
座
候
成
、
治山
h
術
門
被
申
候
は
・
成
程

可
叡
小
説
容

は
ピ
迫
付
ロ
聞
も
替
可
申
な
と
ど
申
候
。
此
者
向
吾
候
て
掃
除
の
分
は
無

残
所
・
座
敷
花
開
四
一
つ
無
之
格
別
に
山
崎
成
候
。
さ
て
毎
日
抑
暁
よ
り

罷
出
候
て
無
飴
事
務
会
続
出
申
候
o
右
京
選
殿
徒
の
者
策
陀
迷
候
て
、

打叩
市
巾
発
情
陀
候
故
、
跡
へ
も
先
へ
も
不
参
物
K
成
候
庭
、
白
内
股

煩
死
忙
て
候
。
具
足
慌
に
よ
り
か
t
h

り
候
て
死
去
の
山
に
御
座
候
。

共
時
分
は
色
々
浮
総
申
候
。
死
去
の
仔
細
も
有
之
候
故
。
官
民
病
筑

陀
及
件
、
故
、
公
儀
よ
り
左
に
か
と
御
な
だ
め
も
候
線
北
ハ
、
と
か
く
治

右
術
門
又
五
郎
出
し
不
巾
供
。
統
本
中
一

つ
に
龍
成
侠
て
治
内
般
と

あ
け
候
て
谷
中
道
・附
壌
の
設
の
寺
へ
ひ
ら
き
可
然
由
民
て
、
治
有
術

門
彼
又
五
郎

E
召
辿
寺
へ
入
巾
候
。
忍
ば
十
の
地
の
あ
た
り
は
設
夜

引
も
き
ら
宇
治
右
術
門
方
へ

、

一
類
中
共
外
別
て
巾
辺
侠
抜
本
中
武

具
致
し
は
せ
処
巾
陀
付
、
百
内
股
方
へ
は
路
大
名
の
内
少
も
つ
ピ
き

由
緒
の
裁
‘
引
も
き
ら
宇
門
前
ひ
し
と
ふ
さ
が
り
巾
、
江
戸
中
騒
動

腹
陀
て
・
治
布
街
門
へ
K
M

し
と
み
、
迎
不
畿
に
さ
が
し
可
巾
よ
し
に

候
故
、
家
中
一
統
陀
兵
具
致
し
能
在
候
。
北
ハ
段
治
右
衛
門
方
へ
も
相

聞
侠
故
一
刻
中
は
せ
集
中
候
。
公
儀
よ
り
御
裁
判
も
御
難
阪
に
沿
よ

ぴ
候
庭
・
先
づ
治
布
街
門
事
庄
内
殴
相
手
に
仕
儀
に
候
問
、
犀
叫
却
を
ば

五
郎
‘
雌
度
共
一
冗
よ
り
は
し
り
込
巾
段
は
雄
心
得
存
候
。
叉
五
郎
事

は
共
元
に
は
居
不
巾
告
に
御
出
候

-m返
答
に
付
、
宮
内
敗
以
の
外
立

て
人
を
対
候
て
、
共
元
へ
か
付
込
巾
山
承
候
故
、御
断
巾
入
峡
底
・
左

様
の
も
の
は
不
参
由
、
建
て
被
仰
聞
に
付
共
通
仕
置
候
。
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